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        「汗・雨・涙」 
                                                            校長 山下 理恵 

 ６月中は天候不順の日々が続きました。運動会もその真っ直中に当たり、未だ完結しないま

ま今日を迎えています。 

汗・・・  ６月１７日（金）の午後、気温は３０度近くまで上昇し、明日の雨予報が信じられ

ぬほどの青空の下、各学年最後の仕上げに余念がありません。そんな中の一コマ。中学部の表

現種目「天地人」の総仕上げを小学部１年生が真剣な面持ちで見つめています。しばらくする

と一緒に踊りたいとたまりかねたように１年生達がその中に入りました。大きいお兄ちゃん・

お姉ちゃんと、弟・妹たちが踊る中庭。子供たちの額に光る汗が太陽に輝き、何とも素敵な何

とも和やかな運動会の前日風景でした。 

雨 ・・・ ６月１８日（土）午前３時。激しい雨音で目が覚め、真っ暗な空を見上げました。

何とも残念な気持ちでため息が出る中、午前５時に学校へ到着すると雨は止んでいました。主

任は既に午前４時前にフライマングランドでコンデションの確認を行ったとのこと。その情報

も含め実施を決定し、第一陣と共に午前６時から準備を開始。そして、１５分早めた開会９時

には、子供たちの気合いあふれる姿がフライマングランドに揃いました。ところが変更プログ

ラムで進行中、１・２年生の「あいたかった～ＡＫＢ４３」３・４年生の「The 組体操 in Munich」

５・６年生「颯爽」中学部「天地人 amachibito」と進むにつれ雨足は強くなり、誠に悔しい続

行断念となりました。 

涙・・・雨が降っているにも拘わらず、それぞれの学年の子供たちが、集中力を失わず演技に

取り組む姿を見て、改めてミュンヘン日本人国際学校の子供たちの素晴らしさに感心させられ

ました。そして、ことさら印象に残ったのは、運動会実行委員として学校全体を引っ張ってい

った中学部生徒達の頑張りでした。ひたむきにそして真剣に運動会を成功させようと努力して

いただけに中止の決定後、雨と共に悔し涙を流す生徒達も居ました。一生懸命であればこそ流

せる「涙」の素晴らしさを見た思いでした。  

「汗・雨・涙」・・ミュンヘン日本人国際学校の子供たちには周りに「やさしい子」であっ

て欲しい、そして素直に～感じる心～を持って欲しいと考えています。 

 今回の運動会を通して、「汗・雨・涙」が一人一人の気持ちの潤いになり、子供たちはまた

一歩心の成長を遂げました。 

 それにしてもやはり、子供たちの頑張りを何とか完結させたいと検討した結果、今年は幸い

に何とか時間をつくることが出来ました。ただし、移動体育の時間を全校版に調整したため、

今週が最後のチャンスとなります。 

 ７月５日（火）８日（金）がどうか晴れますようにとまた新たな晴祈願をしています。保護

者の皆様には大変にお忙しいことと存じますが、子供たちの頑張る姿をご覧いただければ幸い

です。 

 



 

児 童 生 徒 数 

                                       ２０１１年６月３０日現在 

 小  学  部 中 学 部  

 1年 2年 3年 4年 5年 6年 合計 1年 2年 3年 合計 総計 

男 ９ １０ １３ ８ ９ ８ ５７ ３ ６ ４ １３ ７０ 

女 １３ ９ １０ ７ ６ ８ ５３ ８ ３ ４ １５ ６８ 

計 ２２ １９ ２３ １５ １５ １６ １１０ １１ ９ ８ ２８ １３８ 

編入生４名の新しい仲間が増えました。 

 

～小学部～                
今回は、小学部の委員会活動を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交流委員会 

毎週水曜日の昼休みに「ふれあいタイム」

を行っています。第１回目は「こおりおに」

第２回目は「動く玉入れ」第３回目は「し

っぽとりゲーム」をしました。１年生から

６年生まで、みんなが楽しめる遊びを企画

していきます。 

 

図書委員会 

毎日、中休みと昼休みに本の貸し出し、

返却・整理整頓を行っています。また、図

書室クイズ・スタンプラリー・本の紹介・

読み聞かせなども行っています。これか

らも、児童に多くの本と触れあえるような

試みを行っていきます。 

 

集会委員会 

「ミックスジュース」を合い言葉に、学

年を越えて楽しむことができる集会の企

画、運営をしています。また、歓迎会やお

別れ会の司会進行も仕事の一つです。全体

に関わる仕事が多く、みんなの前に立って

頑張っています。

ます。 

広報委員会 

新聞グループでは季節に合ったテーマ

で新聞を書きます。放送グループでは、毎

週お弁当の時間に先生紹介・クイズなどを

放送しています。生活目標グループでは、

ポスター作りや朝会で劇などをして生活

目標を紹介しています。 

 



＜森の生活体験＞ 

 ＜森の生活体験＞ 

小学部３年生で、森の生活体験の校外学習に行ってきました。木々に囲まれた森の中で様々な活

動をしました。ヤギ小屋が嵐で倒れたと設定し、みんなで協力してヤギ小屋を立て直したり、森に

隠れている動物を探したりしました。また、森で見られるキノコを観察し、どれが食べられるもの

かを考えることもしました。仲間と協力したり自分で観察したりと自然を満喫したようでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～中学部～ 

 

  

       

  

 

 

 

 

 

 

今年度は、バスケットボール部とバドミントン部の２つの部活動が、毎週火曜日と金曜日の放課

後に活動しています。部活動の目的は、運動技術の向上はもちろんですが、他の部員と協力し、友

情を深めたり礼儀を身につけたりすることが挙げられます。各部とも声を合わせ、心を合わせ、元

気よく活動に励んでいます。また、練習の開始や終了時には、あいさつしたり部員同士で分担して

道具を片付けたりしています。これらの活動全てを、学校生活のあらゆる場面で活かしていければ

よいと思います。 

 

     家庭での学習 ～計画的に学習する力～  

  中学部では、期末テストを迎えて１学期もまとめの時期になってきました。ここで、テストに限

らずですが、しっかりと自分の学習について振り返り、夏休みの家庭学習や今後のテストにつなげ

てほしいと思います。 

 さて、みなさんは家庭学習の平均時間というのをご存じですか。一般的に、宿題と自主学習を合

わせた家庭学習の目安の時間は、 

      学年＋１時間  と言われています。 

 つまり、1 年生は２時間、２年生は３時間、３年生は４時間ということになります。どうでしょ

うか。これはあくまで目安ですが、学習する習慣が定着しているかどうか、まずは、振り返ってみ



ましょう。 

 計画的に学習をする力は、限りある自分の時間をどのように活用するかということを考えてもと

ても重要だと言えます。 

  日頃は、忙しくてなかなか思うように学習を進めることができないのではないでしょうか。勉強

の効率は、どれだけ集中しているかによって決まります。習い事や宿題の量に応じて、「1 日に絶

対これだけはやる」という目標を設けて、これが終わればその日の家庭学習は終了としてしまって

も良いかもしれません。 

 しかし、そこで差が付くのは、休日の時間の過ごし方です。まとまった時間が取れるときこそ、

苦手教科に重点を置いて集中して学習をしたり、平日にやり残してしまった分を週末にまわしたり

するなど自分なりに調整をしながら学習を進めてみてほしいと思います。 

  また、細かいことになりますが、食事の前に宿題や復習など、家庭学習でやるべき最低限のもの

はやってしまうという習慣をつけたり、宿題と復習は夜のうちにやっておいて予習や計算練習、漢

字練習などは朝に学習したりするというリズムを作るのはどうでしょう。朝早く起きることは、最

初はつらいと思いますが、時間を最大限に活用するにはよい方法かもしれません。学習する時間帯

についても考えてみてください。 

 また、どの教科にも共通して言えることですが、家庭学習で大切なことは、 

     ☆繰り返し学習する   ☆学習したことを思い返す ということです。 

   繰り返し学習することで知識は定着します。特に国語・英語・数学の３教科では、漢字や英単語、

そして計算が各教科の基礎となりますので、根気よく学習を続けてほしいと思います。まさに、「継

続は力なり」です。 

 また、学習したことを思い返すということも記憶の定着には大切なことです。例えば、社会では、

「千葉県の作物については、ノートの右上にまとめなおしたな。」など学習した行為と内容とをう

まくつなげられれば、学習内容も覚えやすくなると思います。 

  夏休みに向けて、各教科の苦手な部分をしっかりと把握して学習を進めていきましょう。 

 

～ドイツ語部～ 

１年生と２年生のドイツ語授業計画について 

先月は小学部５・６年生と中学校の授業計画について説明しましたが、今回は小学部１年生と２

年生の内容について紹介します。 

 

１年生の場合はNarrativer Ansatz（直訳すると説話的アプローチという意味です）に基づいてい

る授業を行います。Narrativer Ansatz というのは、何回も同じ物語を聞きながら語彙、文章な

どを覚えるアプローチです。最初に子どもたちに物語の絵を見せて、CDを聞かせます。授業の後半

は話の内容に基づいた中身からの練習と活動で授業が進んでいきます。 

 

１年生の授業のテーマは 

Ich und du （私と君）挨拶、自己紹介 

Ich und meine Familie （私と私の家族）家族を紹介する 

Ich und meine Umwelt （私と私の環境）動物、自然、町の生活について話す 

Miteinander leben （一緒に生活する）買い物、調理、一緒に食べる 

Bei uns zu Hause （家の中の生活）部屋、家具の名前 

Tagesablauf （一日の流れ）曜日の名前がわかる、自分の一日の生活について話す 

Schule （学校）ドイツ語で教科名が分かる、時間割について話す 

Verkehr （交通）ドイツ語で乗り物がわかる 

Wetter （天気）天気について話す 

Gesundheit （健康） 



Geburtstag （誕生日） 

Kleidung （洋服） 

上の学年と比較すると、アプローチと勉強の量はちがいますが、テーマは大体同じです。 

２年生のテーマはアルファベットです。 

子どもたちは２６文字とドイツ語のウムラウトと二重母音を勉強しています。文字の勉強とともに

色々な発音の特徴も覚えなければなりません。例えば、言葉の最後のところに -er の組み合わせ

のｒは発音されません。その代わりに発音がエアになります。この様に、いくつかの決まりがある

ので、全てのアルファベットと発音の決まりを勉強するには、一年間ぐらいかかります。 

 

ご説明した通りに全ての授業と授業計画は論理的な方針に基づいて行っています。 

１年生はアルファベットを覚えることなく物語を聞きながらの活動を通して外国語を体験していま

す。２年生はアルファベットやウムラウトなどの発音を覚えて次の学年へ進むための基礎的なこと

を学習しています。 

  （ドイツ語部主任 マウアーズィッヒ マルティン） 

 

 

＜研究部より＞ 

今年の研究テーマは「伝え合う力を高める指導の工夫」です。 

 学校教育目標の一つ「自ら学ぶ向上心の育

成」の実現を目指し、本年度も「伝え合う」

をキーワードとしながら、児童生徒が自分の思

いや考えを十分に表現したり聞いたりする力

を育てることを校内研究の柱としました。研究

テーマは昨年度に引き続き「伝え合う力を高め

るための指導の工夫」とし、具体的に児童生徒

に身に付けさせたい「力」について各学団で話

し合っています。毎学期、全教員が日々研究実

践している内容について発表を行います。授業

をお互いに参観したり意見交流をしたりして、 

実践していることを検証し、授業力の向上に努めています。児童生徒が主体的に学び、より充実した学

習活動ができるように1年間取り組んでいきます。 

 

 

 

◇◇◇◇本本校校のの児児童童生生徒徒作作品品がが展展示示さされれてていいまますす◇◇◇◇  

  

先月までリトルアートギャラリーに展示されていた折り鶴の作品の一部

が別の場所にも展示されています。展示場所のスペースの関係で数名のみ

の展示ですが、近くにお出かけの際は是非足をお運びください。 

 

場所：Dr. Neihard Franke Gricksch,   

Neureutherstraße 29 ,80799 München  

 

期間：～7 月中 

 

http://maps.google.co.jp/maps/place?ftid=0x479e75e81de9356b:0x5f949efa516e816c&q=%EF%BC%AE%EF%BD%85%EF%BD%95%EF%BD%92%EF%BD%85%EF%BD%95%EF%BD%94%EF%BD%88%EF%BD%85%EF%BD%92%E3%80%80%EF%BD%93%EF%BD%94%EF%BD%92%E3%80%80%EF%BC%92%EF%BC%99%E3%80%80%EF%BC%98%EF%BC%90%EF%BC%97%EF%BC%99%EF%BC%99%E3%80%80%EF%BD%8D%EF%BD%95%EF%BD%8E%EF%BD%89%EF%BD%83%EF%BD%88&hl=ja&ved=0CA4Q-gswAA&sa=X&ei=5Y73TbCsI4HQjgen-IDKCA&sig2=4J-nn6nYTICVjBwukOtLuA


 

○海外子女教育振興財団からのお知らせ 

帰国生のための学校説明会･相談会 

海外子女教育振興財団ではすでに日本

に帰国された、または海外から一時帰国

された小学・中学・高校生段階の子ども

たちとその保護者を対象に毎年、東京・

名古屋・大阪にて『帰国生のための学校

説明会・相談会』が開催されています。

会場には国内の小学校から大学までのお

もな帰国生受け入れ校の担当者が出席さ

れ、学校紹介をはじめ、帰国生の進学に関するご相談にお答えします。 

【2011年度開催日時・場所】 

東京会場  ７月２９日（金） 13:00～16:30 （12:30受付開始予定） 

国立オリンピック記念青少年総合センター（渋谷区代々木） 

名古屋会場 ７月２２日（金） 13:00～16:00（12:30受付開始予定） 

名古屋国際会議場（名古屋市熱田区） 

大阪会場  ７月２１日（木） 13:30～16:30（13:00受付開始予定） 

毎日新聞ビル オーバルホール（大阪市北区） 

【実施内容】 

・個別相談・・・帰国生受入校のご担当者と直接お話することができます。 

・資料配布・・・会場内に設置してある資料コーナーからご希望の資料をご自由にお取りいただけます。 

・教育相談・・・当財団教育相談員もおりますので、一般的な教育相談にもお答えいたします。 

詳細・参加のお申込みはこちらから  

http://www.joes.or.jp  / 
 

 

 ○夏季休業中の校内修繕について 

 本校の維持管理目的で計画的に保守修繕計画が立てられております。今回は、エントランスの床

の補修作業を夏季休業中を利用して次の日程で工事を行います。学習会や学校開放などで校内を利

用されますときにはご迷惑をおかけいたしますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

１ 作業内容： エントランス床補修工事  

２ 時 期：   ７月１９日（火）～２９日（金） 

３ 場 所：  エントランス 

 

  

○夏季休業中の学校開放について 

１ 場所  地下図書室、図書室、卓球場、体育館 

２ 期間  ７月１８日（月）～８月１１日（木） 但し、土日を除く 

３ 時間  １０：００～１６：００（部活動時間帯や修繕期間中については、一部の施設で開放

は行いません。） 

４ 対象  本校児童生徒およびその家族 （保護者同伴とする。） 

５ 注意事項   

     詳しくは次号の学校通信でお知らせいたします。 

http://www.joes.or.jp/


７月の行事予定 
日 曜 行   事   予   定 

1 金 中・期末テスト２日目 児童集会（七夕集会） 中・部活  移動体育B③  

2 土  

3 日 中学部・親子交流会（午後～） 

4 月 小中・教育相談（４日～８日) 小･委員会(前④） ふれあいランチ                ※第３回保護者役員会 

5 火 中・朝会③ 移動体育A⑦ 中・部活  

6 水 小・部活 小４エジプト博物館見学 

7 木 プール(12年③789年③）  

8 金 移動体育B④ 中・部活  

9 土  

10 日 中３実力模試 

11 月 個別懇談 

12 火 個別懇談(ｽｸｰﾙﾊﾞｽ14：25）   

13 水 個別懇談 ドイツ語プロジェクト授業（中学部） 

14 木 プール（34年④56年④） 中・夏祭り（中・生徒会行事） 

15 金 １学期終業式 

16 土 夏季休業開始 

17 日 ヤーパンフェスト 

18 月 中・夏休み勉強会 中・部活 

19 火 中・夏休み勉強会 中・部活   

20 水 中・夏休み勉強会 中・部活 

21 木 中・部活 

22 金 中・部活 

23 土  

24 日  

25 月  

26 火  

27 水  

28 木  

29 金  

30 土  

31 日  

 


